
1. がんセンター病院長（議長）

2. 国指定拠点病院病院長

3. 小児がん拠点病院病院長

4. 県医師会長

5. 県歯科医師会長

6. 県薬剤師会長

7. 県看護協会長

8. 県放射線技師会長

9. 県臨床検査技師会長

10. 県健康福祉部長

11. 患者団体代表

12. がんセンター副院長

13. その他

1. がんセンター副院長（幹事長）

2. 国指定連携拠点病院

3. 小児がん拠点病院

4. 兵庫県健康福祉部

5. 兵庫県医師会

6. 県指定拠点病院

7. 準じる病院

8. その他

研修教育部会

情報連携部会

がん登録部会

地域連携部会

緩和ケア部会

がん地域連携
パスWG

計２４団体・病院

計５２団体・病院

協議会 幹事会

兵庫県がん診療連携協議会の組織体制



(3)協議会･幹事会並びに各部会の平成29年度活動報告
及び平成30年度活動計画について

平成29年度の活動報告 ○ 平成29年4月20日（木） 兵庫県がん診療連携協議会（第12回） 開催

○ 平成29年6月15日（木） 第1回幹事会 開催

○ 平成30年2月22日（木） 第2回幹事会開催

○ 平成29年11月18日（土） 兵庫県がん診療連携協議会主催

第7回「ひょうご県民がんフォーラム」開催 242名参加

場所：兵庫県民会館9階「けんみんホール」

テーマ：「ここまで進んだがん治療」

担 当 ： 神戸大学医学部附属病院(代表）、神戸市立医療センター中央市民病院、

平成30年度の活動計画 ○ 平成30年4月26日（木） 兵庫県がん診療連携協議会（第13回） 開催

及び今後の検討課題等 ○ 平成30年6月28日（木） 第1回幹事会 開催

○ 平成31年2月21日（木） 第2回幹事会開催

○ 平成30年11月17日（土） 兵庫県がん診療連携協議会主催

第8回「ひょうご県民がんフォーラム」開催

場所：兵庫県民会館9階「けんみんホール」

テーマ：「 がんと共に生きる 」

担 当 ： 姫路赤十字病院、姫路医療センター、赤穂市民病院、公立豊岡病院

兵庫県がん診療連携協議会・幹事会関連

項目 内容

神戸市立西神戸医療センター、県立こども病院



平成29年度の活動報告 ○がん看護実務研修の開催（県立がんセンター）

・ 平成29年 5月30日～ 9月8日のうち34日間

○がん診療連携拠点病院を対象とする

「第3回 兵庫県がん化学療法チーム医療研修会」の開催

平成29年9月23日（土） 兵庫県立がんセンター 2F 大会議室

テーマ：「免疫チェックポイント阻害剤～チームで行う副作用ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ～」 20名参加

○セミナーの開催

・ 研修・教育部会セミナー 平成29年10月7日(土)

155名参加

・ 放射線セミナー 平成29年11月25日(土) 神戸市教育会館 大ホール

テーマ:「前立腺がんの診断と治療-up date-」 108名参加

・ 検査セミナー 平成30年1月13日(土) 兵庫県私学会館

テーマ：「乳がん」検査と治療 up to date 130名参加

・ 薬剤師セミナー 平成30年1月20日(土) 兵庫県私学会館

テーマ：「胃癌治療の最新の話題」 172名参加

及び「クリニカルクエスチョンに基づく薬剤師からのエビデンスの発信

～がん化学療法、支持療法そして緩和ケア～」

○

・ 第7回ひょうご県民がんフォーラム 平成29年11月18日(土)

神戸市立西神戸医療センター、県立こども病院

平成30年度の活動計画 ○がん看護実務研修の開催（県立がんセンター）

及び今後の検討課題等

〇

平成30年10月6日（土） 兵庫県立がんセンター 2F 大会議室

○セミナーの開催

・放射線セミナー 平成30年10月13日（土）

テーマ：「子宮がん（頸癌、体癌）」 県民会館11階パルテホール

・検査セミナー 平成30年12月 8日(土)

テーマ：「未定」 兵庫県私学会館

・薬剤師セミナー 平成30年12月15日(土)

テーマ：「未定」 兵庫県私学会館

○共催研究会・県民フォーラムなど

・ 第8回ひょうご県民がんフォーラム 平成30年11月17日(土)

（地域別で持ち回りにて開催する）

神戸市立西神戸医療センター、県立こども病院

担当施設：◎姫路赤十字病院、姫路医療センター、赤穂市民病院、公立豊岡病院

「第4回 兵庫県がん化学療法チーム医療研修会」の開催

テーマ：「未定」

・研修・教育部会セミナ- 平成30年10月27日（土）

テーマ：「食道がんセミナー ～食道がん治療におけるチーム医療のかかわり～」

兵庫県民会館「けんみんホール」

テーマ：「がんと共に生きる（仮）」 兵庫県民会館「けんみんホール」

がん診療連携拠点病院を対象とする

兵庫県がん診療連携協議会「研修・教育」部会関連

項目 内容

テーマ:「外来化学療法の10年間と今後の展望」 兵庫県民会館「けんみんホール」

共催研究会・県民フォーラムなど

242名参加

テーマ：「ここまで進んだ がん治療」 兵庫県民会館「けんみんホール」

担当施設：◎神戸大学医学部附属病院、神戸市立医療センター中央市民病院

（地域別で持ち回りにて開催する）（再掲）



平成３０年 ３月 末 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

・外来化学療法セミナー 155名参加

・放射線セミナー 108名参加
・検査セミナー 130名参加
・薬剤師セミナー 165名参加

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

研

修

教

育

部

会

がん医療に携わる
専門的な医療従事
者の育成

H30年
３月末

○
概ね
達成

概ね
達成

○県民フォーラムなど開催
第7回ひょうご県民がんフォーラム
日時：平成29年11月18日（土）
場所：県民会館「けんみんホール」
テーマ：最新のがん治療（仮）

○協議会との共催に同意が得られた研究会・懇話会
の順次開催
（http://www.hyogo-ganshinryo.jp/index.htmlに
掲載）

H30年
３月末

セミナーやフォーラムへの参
加者の増加には繋がっていな
い。今後も、さらに、セミ
ナーへの参加者増に向けた企
画立案など、工夫や改善が必
要である

○ 各種セミナーの開催

1）外来化学療法セミナー（仮）
平成29年10月7日（土） 県民会館「けんみんホール」

2）放射線セミナー
平成29年11月25日（土） 神戸市教育会館大ホール

3）検査セミナー
平成30年1月13日（土） 兵庫県私学会館大ホール

4）薬剤師セミナー
平成30年1月20日（土） 兵庫県私学会館大ホール

兵庫県では、平成１９年からが
ん診療連携協議会を組織し、
幹事会の中の研修教育部会に
おいて、がん疾患に関連する
手術療法、化学療法、放射線
療法、に携わる医療関係者の
育成と、チーム医療の推進を
図ってきており、さらに進める
方針。

○ 県立がんセンターにおけるがん看護実務研修の開催
（実施期間：平成29年5月30日～9月8日）

・参加者増加のため、聴講生募集案内を広報誌に同封し
て県内851施設に送付。

・多職種連携を推進するため、聴講生は看護師以外でも
参加可とする。
・聴講者が興味のある講義に参加しやすいように、聴講内
容の狙いを整理し、関連する講義内容を1日に固めるよう
調整
・がん医療の進歩に合わせて講義内容の見直しを実施し、
免疫チェックポイント阻害剤や遺伝子治療、せん妄や
オンコロジックエマージェンシー等の講義を追加する。

H30年
３月末

《平成２９年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時

期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

・兵庫県内のがん医療に携わっ
ている施設を見直し、送付してい
た191施設を213施設に増やし
た。訪問看護ステーションには広
報誌等とともに送付する。

・がんに関する知識の向上のみ
で終わらず、実践に繋がるような
研修企画を立案する。

・研修内容を、知識編と実践編と
に整理する。

継続

研修教育部会で9年間にわたっ
てセミナーやフォーラムを開催
し、一定の成果が得られたが、
拠点病院間、各圏域での周知
不足や意識の差が大きい。

・がん実務者研修受講者は15名と前年
度より5名増加し、院外聴講者は、延べ
466名で、前年度より1.7倍に増加した。
訪問看護ステーションの参加者も延べ
46名あり、地域の看護師の知識向上に
貢献できた。

・フォローアップ研修のアンケート結果
は、知識が実践で役立った人は83％、
実践能力が高まった人は58％、自部署
でがん看護の充実に向けた取り組みが
できた人は25％であった。

○

国指定、県指定及び準じる病院
の拠点病院に対して、引き続き
積極的な参加を呼びかける。

県民へのがん治療への理解を深め
るため、H29年度は「ここまで進んだ
がん治療」をテーマとして取上げ、最
先端の情報を発進した。
第7回ひょうご県民がんフォーラム

参加人数 242名

地域毎に行われている研究会などの
共済、後援を行っている。
共催：15件 後援：１８件

来年度も引き続いて、第8回
ひょうご県民がんフォーラムを
開催し、県民へのがんに対す
る知識の啓発を目的とした啓
蒙活動を続けていく。

各研究会との連携を考慮し、
引き続き研究会などとの共
催、後援を行う。

継続

○
概ね
達成

継続

医師、薬剤師、看護師、放射線技師、臨
床検査技師など、チーム医療に関わる
医療従事者を対象にセミナーを行い、医
療レベルの向上を図っている。



平成３０年 ４月 １日 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

《平成３０年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

研

修

教

育

部

会

がん医療に携わる専
門的な医療従事者
の育成

○ 県民フォーラムなどの開催
第8回ひょうご県民がんフォーラム

日 時：平成30年11月17日（土）
テーマ：「がんと共に生きる（仮）」
担当施設：姫路赤十字病院、姫路医療ｾﾝﾀｰ、

赤穂市民病院、公立豊岡病院

○ 協議会との共催に同意が得られた研究会、懇話会の開
催及び後援名義の使用承認
（http://www.hyogo-ganshinryo.jp/index.htmlに掲載）

H31年3月

・学んだ知識を自部署での看護に活かせるように研修内容を
検討し、研修目標を明確にする。標準的に必要ながん治療や
看護について学ぶ知識編、免疫チェックポイント阻害剤・遺伝
性腫瘍等最新の情報を知る知識編、基本を修得し実践できる
ように演習するスキルアップ実践編の３つにわける。

・研修参加の対象者をがん看護の実践力向上を図りたい方と
明確にし研修企画をする。

★実施日時：平成30年6月1日～9月7日
フォローアップ研修として平成31年2月22日

がん看護の知識を幅広く学び、
実践されているが、実臨床の内
容に関しての向上にはつながっ
ていない。

研修教育部会で10年間にわ
たってセミナーやフォーラムを開
催し、一定の成果が得られた
が、拠点病院間、各圏域での周
知不足や意識の差が大きい。

H31年3月

○ セミナーの開催
1) 放射線セミナー
平成30年10月13日（土） 県民会館「パルテホール」

2) 研修・教育部会セミナー
平成30年10月27日（土） 県民会館「けんみんホール」
テーマ：「食道がんセミナー」～食道がん治療における

チーム医療のかかわり～
3) 検査セミナー
平成30年12月8日（土） 兵庫県私学会館

4) 薬剤師セミナー
平成30年12月15日（土） 兵庫県私学会館

H31年3月





1 活動計画

の活動報告

及び今後の

検討課題等

1.兵庫県がん相談実務者ミーティングの今年度の計画検討

2.兵庫県がん相談員研修の計画検討

3.神戸大学との共催によるピアサポーター養成研修の開催について

4.ピアサポーターの質の維持・向上を目的としたフォローアップ研修開催について

1.兵庫県のがん対策推進計画（素案）の確認

2.ピアサポートの体制づくり・継続学習の支援について

【内容】

1.今年度の活動評価と次年度の目標・計画立案

2.ピアサポート事業研修内容の検討

3.平成30年度 がん相談実務者ミーティング開催日の検討

2 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 情報提供・相談支援部会

第9回部会 2017年7月12日（水） 13:00～16:30 場所；国立がん研究センター国際交流会館3階

【内容】

1.第3期がん対策推進基本計画案の概要とがん相談支援センターの機能、役割について

2.「がん相談支援センターの相談対応体制と情報提供環境に関するアンケート」の中間報告ならびにそれに基づく今後の

3.その他

1 活動計画

の活動計画 １）がん相談実務者ミーティングを年4回開催する

及び今後の 平成30年度第1回会議 2018年6月予定

検討課題等 【内容】 就労関連合同会議；産業保健総合支援センター、ハローワーク、兵庫県社労士協会

平成30年度第2回会議 2018年10月6日（土）予定

【内容】認定がん専門相談員申請に係る認定単位研修

平成30年度第3回会議 2018年12月15日（土）予定

【内容】患者会との交流会

平成30年度第４回会議 2019年3月23日（土）予定

【内容】活動評価

２）事務局会議の開催

平成30年5月30日（水） 会場；神戸大学医学部附属病院 内容；今年度の計画確認

３）地域がん相談支援フォーラムin近畿開催に向けての準備

第36回会議 2018年3月10日（土）（予定） 13：30～15：30 場所：神戸大学医学部附属病院 第一病棟2階 共通カンファレンスルーム

兵庫県がん診療連携協議会「情報・連携」部会関連

項目 内容

平成29年度

・がん相談実務者ミーティングの開催；4回/年

第33回会議 2017年6月10日(土) 13:30～15:30 場所：県立がんセンター 2階 大会議室

【内容】事例検討、その他

第34回会議 2017年9月30日(土) 13:00～15:30 場所：神戸大学医学部附属地域医療活性化センター

【内容】「兵庫県がん相談員研修」として別紙研修企画に基づいて開催 ※国立がん研究センター認定がん専門相談員の単位研修

第35回会議 2017年12月16日(土) 14:00～16:00 場所：県立がんセンター 2階 大会議室

【内容】ピアサポーターを交えたピアサポーター活用事業に関する意見交換会

第19回会議 2018年2月14日（水） 10:00～12:00 場所：神戸大学医学部附属病院 外来診療棟4階 第3会議室

部会活動について

平成30年度

【内容】PDCA実施状況チェックリストを用いた課題への取り組み状況評価の共有

・がん相談実務者ミーティング事務局会議の開催

第17回会議 2017年6月10日（月）15:30～16:50 場所：兵庫県立がんセンター 2階 大会議室

【内容】

第18回会議 2017年11月9日（木） 15:00～17:00 場所：神戸大学医学部付属病院 外来診療棟４階 談話室

【内容】



平成３０年 ３月 末 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

１）各病院のがん相談支援センターの活動の自己
評価を行う
・6月までに各施設でチェックリストを活用し、問題
点を明らかにし、評価を翌年3月に実施する
２）各病院の相談支援部門の活動について、その
質向上を図るために質改善の努力を行う
・毎回の実務者会議で目標の進捗管理の時間を15
分とる
３）各病院の相談員の能力維持を図る

１）第4回会議の際に、兵庫県社労
士協会、産業保健総合支援セン
ターとの連携に関する資料を作成
し、各拠点病院に情報提供を行っ
た。
２）は実施できなかった

①9月30日・10月1日の2日間で実施
②10月1日と12月16日AMで実施した
③研修を修了したピアサポーターが
院内サロンに参加している施設は11
施設だった。また、2対1の個別対応
をしている施設は2施設だった。その
他、ピアサポーターと病院契約を行
いサロン活動をしている施設や院内
サロン立ち上げに向けてピアサポー
ターと協働している施設もあった。

①は、部会長より継続的に相談実務
者を部会員として頂くよう依頼を行っ
ている。2018年3月1日現在、国指定
14病院のうち、実務者が部会員に
なっているのは10施設、県指定は9
病院中7病院であった。②③④は実
施できず

１）今年度新たな認定者が5名とな
り、県内認定者は合計18名となった。
国指定拠点病院のうち7病院に認定
者がいる状況となった
①9月30日に研修を行った
②部会を通じて実務者ミーティングで
働きかけを行った
③3名参加。3日間の研修を修了した

1)兵庫県社労士協会、産業保健総合支援センター
と拠点病院の連携事業について各拠点病院にイン
フォメーションを行う
２）がん患者が就労継続できるよう、産保センター、
ハローワーク、産業医と協働を図る
①第1回会議で、社労士協会、産保センター、ハ
ローワークとの合同ミーティングを行う

１）がん患者のピアサポートに取り組む人材を育成
する。
①兵庫県主催のピアサポーター養成講座を開催す
る
②養成講座修了者の継続教育を目的として、フォ
ローアップ研修を開催する
③国の標準プログラムに基づく研修を修了したピア
サポーターによる相談支援を導入している施設を
県内で3カ所設ける

１）情報連携部会と実務者ミーティングを合併する
①2018年6月までに情報連携部会の部会員とし
て、実務者を選出してもらうよう各病院に依頼する
②平成30年度から、実務者ミーティングを廃止、情
報連携部会実務者ミーティングに変更
③事務局会議は、部会事務局を名称を変えて、機
能を存続させる

１）国立がん研究センター認定のがん専門相談員
の認定者を県内で4名育成する
①がん相談実務者ミーティングで認定に必要な研
修を1回は開催する
②各国指定拠点病院に認定がん専門相談員の申
請を積極的に行うように部会からも働きかける
③がん対策情報センター主催のがん相談指導者
研修に受講生を派遣する

継続

《平成２９年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

情

報

連

携

部

会

がん相談支援の質
の向上、活用の促
進に努める

H30年3月 ○ 達成

がん患者のピアサ
ポートの体制づく
り・継続を支援す
る

H30年3月 ○ 達成

県内のがん相談支
援の質向上を推進
する人材を育成す
る

H30年3月 ○ 達成

情報・連携部会の
組織を強化し、迅
速に意思決定し事
業を行える体制を
整える

H30年3月 △

がん患者の就労支
援を行う体制づくり
をする

H30年3月 △
概ね
達成

継続

県内の各がん相談支援セ
ンターでの就労支援体制
の整備が十分ではない現
状がある。

１）兵庫県社会保険労務士会、産業保健総合支援センターと拠点
病院の連携事業について各拠点病院にインフォメーションを行う
２）がん患者が就労を継続できるよう、産業保健総合支援セン
ター、ハローワークとの協働を図る

県内でのがん相談支援の
質向上を推進する人材が
不足している

１）国立がん研究センター認定のがん専門相談員の認定者を県
内で4名育成する
①がん相談実務者ミーティングで、認定に必要な研修を1回は開
催する
②各国指定拠点病院に認定がん専門相談員の申請を積極的に
行うように部会からも働きかけを行う
③国立がん研究センターがん対策情報センター主催のがん相談
指導者研修に受講生を派遣する。

継続

県内のがん相談支援セン
ターの支援提供体制につ
いては、統一したツールに
基づく評価が必要である。

１）各病院のがん相談支援センターの活動の自己評価を行う
①2017年6月までに、各病院の相談支援部門の活動を国立がん
研究センターが作成したチェックリストを用いてチェックし、問題点
を明らかにする
②上記は毎年３月に定期的に行うこととする
２）各病院の相談支援部門の活動についてその質の向上を図る
ために質の改善の努力を行う
①PDCAサイクルの書式に則り、2017年6月までに医療サービス
の質にかかる目標と、目標を達成するための実現可能な達成計
画を立てる
３）各病院の相談員の能力の維持向上を図る
①実務者ミーティングを年4回開催し、研修会、事例検討、経験交
流、患者会との交流などを行う

継続県内のピアサポートの体
制整備が不十分である。

１）がん患者のピアサポートに取り組む人材を育成する
①神戸大学と協働してピアサポーター養成講座を開催する
（9/30・10/1開催予定）
②ピアサポーター養成講座受講修了者の継続教育を目的として
フォローアップ研修会を実施する（12月予定）
③国の標準プログラムに基づく研修を修了したピアサポーターに
よる相談支援を導入している施設を県内で3か所設ける

未達
成

継続

がん相談実務者MTは部
会の下部組織となっている
ため、協議会の情報伝達
や意思決定の遅滞を招い
ている

１）情報・連携部会と実務者ミーティングを合併する
①2017年6月までに情報・連携部会の部会員として、がん相談に
従事する実務者を選出してもらうよう各病院に依頼する
②2017年７月を目処に実務者ミーティングを廃止する
③実務者ミーティングの事務局は情報・連携部会事務局と名称を
変えてその機能を存続させる
④情報・連携部会の開催や事務については、兵庫県がん診療連
携協議会事務局に担当してもらうこととする

１）２）
①2017年2月の実務者会議で、各施
設でチェックリストの記入を行い、各
病院の質の改善計画を目標管理の
様式に基づいて立案した。
３）
①実務者会議を計画通り、年4回実
施した。内容も計画通りで、第1回に
事例検討、第2回は研修会、第3回は
ピアサポーターとの交流会、第4回は
活動評価を実施した。



平成３０年 ４月 １日 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

昨年度、産業保健センター、
ハローワークとの協働が効果
的に行えていない。

1)兵庫県社会保険労務士会、産業保健総合支援センター、ハローワークと拠
点病院の連携事業について各拠点病院にインフォメーションを行う
２）がん患者が就労継続ができるよう、産業保健総合支援センター、ハロー
ワーク、産業医との協働をはかる
①平成30年度第1回実務者ミーティングで、兵庫県社会保険労務会、産業保
健総合支援センター、ハローワークとの合同ミーティングを行う

がん患者のピアサポートに取
り組む人材が質・量ともに充
足していない

１）がん患者のピアサポートに取り組む人材を育成する
①兵庫県主催のピアサポーター養成講座を開催する
②ピアサポーター養成講座受講修了者の継続教育を目的として、フォローアッ
プ研修会を実施する
③国の標準プログラムに基づく研修を修了したピアサポーターによる相談支援
を導入している施設を県内に3か所設ける

《平成３０年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

がん患者の就労支
援を行う体制づくり
をする

H31年3月
情

報

連

携

部

会

兵庫県内の国指定の拠点病
院で認定がん専門相談員が
充足していない

当県でフォーラムの開催が実
施できていない

１）国立がん研究センターがん対策情報センターの地域相談支援フォーラム共
催団体に応募する
①来年度以降の地域相談支援フォーラムの枠組みについて、国立がん研究
絵センターの地域相談支援フォーラム事務局に問い合わせる

１）各病院のがん相談支援センターの活動の自己評価を行う
①2018年6月までに、各病院の相談支援部門の活動を国立がん研究センター
が作成したチェックリスト用いてチェックし、問題点を明らかにする
②上記は毎年3月に行うこととする
２）各病院の相談支援部門の活動についてその質の向上をはかるために質の
改善の努力を行う
①目標管理の書式に則り、2018年6月までに医療サービスの質にかかる目標
と目標を達成するための達成可能な計画を立てる
②年4回開催する実務者ミーティングの際に、毎回15分の目標の進捗管理の
時間をとる
３）各病院の相談員の能力の維持向上を図る
①実務者ミーティングを年4回開催し、研修会、事例検討、経験交流、患者会と
の交流などを行う

各病院における相談支援部
門の活動の自己評価、目標管
理が定期的に実施されていな
い。

平成31年地域相談
支援フォーラムin
近畿を開催する

H31年3月

がん相談支援の質
の向上、活用の促
進に努める

H31年3月

１）国立がん研究センター認定のがん専門相談員の認定者を県内で4名育成
する
①がん相談実務者ミーティングで、認定に必要な研修を年1回以上開催する
②各国指定拠点病院に認定がん専門相談員の申請を積極的に行うように部
会から働きかけを行う
③国立がん研究センターがん対策情報センター主催のがん相談指導者研修
に受講生を派遣する。

情報・連携部会の
組織を強化し、迅
速に意思決定し、
事業を行える体制
を整える

H31年3月

がん患者のピアサ
ポーターの体制づ
くり・継続を支援
する

H31年3月

県内のがん相談支
援の質向上を推進
する人材を育成す
る

H31年3月

情報連携部会員が実際のが
ん相談支援センターを運営統
括していない。部会が開催さ
れない。実務者ミーティングが
部会に準じた役割を果たして
いる。

１）情報・連携部会と実務者ミーティングを合併する
①2018年6月までに情報・連携部会の部会委員として、がん相談に従事する実
務者を選出してもらうよう各病院に依頼する
②平成30年度より、実務者ミーティングを廃止し、情報・連携部会実務者ミー
ティングに変更する
③実務者ミーティングの事務局は情報・連携部会事務局と名称を変更し、その
機能は存続させる
④情報・連携部会の開催や事務については、兵庫県がん診療連携協議会事
務局に担当を依頼する。





平成29年度の活動報告 ○ 院内がん登録実務者ミーティングの開催（年3回開催予定）

・ 第1回・・院内がん登録実務者研修、グループ討議等 （5月24日：県立がんセンター）

テーマ：兵庫県院内がん登録実務者ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開催要領と今後の活動について

－各圏域ブロックにおける治療統計分析-

・ 第2回・・院内がん登録実務者ミーティング（研修） （9月15日：兵庫県学校厚生会館）

UICC第８版について

・ 第3回・・院内がん登録実務者ミーティング （2月14日：県立がんセンター）

公表案は「 別表 」 参照

○ 「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 がん登録部会」への参加

・ と き：6月16日

・ ところ：国際研究交流会館（国立がん研究センター）

・ 内 容：報告事項（がん登録関連の動き、院内がん登録2015年全国集計結果 等）

検討事項（全国集計の公表方法、予後調査支援事業 等）

＊ 全国がん登録実務者研修会の開催 （8月25日：神戸大学医学部会館シスメックスホール）

・テーマ：全国がん登録への届出実務～電子届出票の作成から提出まで～

・講 師：国立がん研究センター がん対策情報センター がん登録センター

全国がん登録分析室長 柴田亜希子氏

平成30年度の活動計画 ○ がん診療連携協議会 がん登録部会

及び今後の検討課題等 ・ と き：６月19日

・ ところ：兵庫県学校厚生会館３階大会議室

・ 内 容：検討事項（2015症例 施設別治療法のがん登録件数と割合の公表方法 等）

報告事項（都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会がん登録部会の結果 等）

○

・ 年２回開催予定 （講義形式（11月30日）、院内がん登録数集計報告等（2月）を予定 ）

○ 「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 がん登録部会」への参加

・ と き：5月25日

・ ところ：国立がん研究センター新研究棟セミナールーム

・ 内 容：報告事項（がん登録関連の動き、院内がん登録2016年全国集計結果 等）

検討事項（全国集計の公表方法、予後調査支援事業 等）

＊ 全国がん登録に関する研修会の開催

・ と き：8月29日（予定）

・ ところ：神戸大学医学部会館シスメックスホール（予定）

・ 内 容：未定

院内がん登録実務者ミーティングの開催

兵庫県がん診療連携協議会「がん登録」部会関連

項 目 内 容

テーマ：標準登録様式2016年版について

講師：国立がん研究ｾﾝﾀｰ がん対策情報ｾﾝﾀｰ がん登録ｾﾝﾀｰ 江森 佳子 氏

テーマ：2015年登録数と治療別集計の公表案と今後の登録についての検討



平成３０年 ３月 末 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

平成30年度は、がん登録実務
者ミーティングを年２回開催し、そ
のうちの１回を講義形式で開催す
る。

患者等に役立つデータの掲載
に向け、より充実した内容になる
よう、実務者ミーティング等で検
討を重ねていく。

がん診療連携協議会のホームペー
ジに、国指定の拠点病院だけでなく、
県指定の拠点病院、準じる病院も含
め、院内がん登録を行っている施設
の2015年院内がん登録数等のデータ
を掲載した。また、2015年胃・肺・大腸
がんの施設別治療法件数・割合の
ホームページ掲載内容についてもが
ん登録実務者ミーティングで検討を重
ね、平成30年２月に開催された県が
ん診療連携協議会幹事会において掲
載案を報告、同年６月に予定している
がん登録部会において協議・決定す
る。

継続

拠点病院の指定要件として、
院内がん登録のデータを活用
し、登録数や各治療法について
のがん種別件数をホームペー
ジ等で情報公開するよう努める
こととされている。
昨年度より県がん診療連携協

議会のホームページにおいて
加盟病院の登録数を掲載して
いるが、掲載内容は施設別・部
位別の件数・割合のみであり、
治療法等の掲載はない。

患者等に役立つデータの掲載に向け、情報の取り扱い
に配慮しながら、県がん診療連携協議会がん登録部会の
下部組織であるがん登録実務者ミーティング等で検討を
重ねいく。
検討結果ついて、加盟病院に了解を得られたデータ等

を協議会ホームページに掲載する。

継続

平成28年１月にがん登録等の
推進に関する法律が施行され、
院内がん登録実務者のレベル
アップが課題となっている。

年３回（５月、11月、２月）開催するがん登録実務者ミー
ティングにおいてがん登録に係る情報を共有する。
各施設毎に国立がん研究センターが開催する中級者研

修や更新試験、データ集計・分析研修に積極的に参加し
技能を磨く。

がん登録実務者ミーティングを3回
（5/24、9/15、2/14）開催した。このう
ち第2回目は講義形式とし、国立がん
研究センターから講師を迎え実施し
た。

が

ん

登

録

部

会

がん診療情報を収
集・分析する体制整
備（がん診療連携拠
点病院の役割）

H30年3月 ○ 達 成

がん登録実務の精
度向上

H30年3月 ○ 達 成

《平成２９年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善



平成３０年 ４月 １日 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

《平成３０年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善

が

ん

登

録

部

会

がん診療情報を収
集・分析する体制整
備

H31年3月

拠点病院の指定要件として、
院内がん登録のデータを活用
し、登録数や各治療法について
のがん種別件数をホームペー
ジ等で情報公開するよう努める
こととされている。
平成28年度より県がん診療連

携協議会のホームページにお
いて加盟病院別の件数・割合を
掲載しており、今後、胃、肺、大
腸がんの施設別治療法件数・
割合も掲載する予定であるが、
より患者のニーズに対応した掲
載内容とすることが必要であ
る。

患者等に役立つデータの掲載に向け、情報の取り扱いに配
慮しながら、県がん診療連携協議会がん登録部会の下部組織
であるがん登録実務者ミーティング等で検討を重ねいく。
検討結果ついて、加盟病院に了解を得られたデータ等を協議

会ホームページに掲載する。

がん登録実務の精
度向上

H31年3月

平成28年１月にがん登録等の
推進に関する法律が施行され、
院内がん登録実務者のレベル
アップが課題となっている。

年２回（９月、２月）、がん登録実務者ミーティングを開催（うち
１回は講義形式）し、がん登録に係る知識向上、情報共有等を
図る。
各施設毎に国立がん研究センターが開催する初級者認定試

験や初級者・中級者研修や更新試験、データ集計・分析研修
に積極的に参加し技能を磨く。
（全国がん登録セミナーなど研修にも参加する。）



平成２９年度 がん登録実務者ミーティング（概要）

開催日 内 容 開催場所 参加者

第１回 5月 24 日 ○がん登録実務者ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ開催要領と今後の

活動について

○グループ討議、発表、意見交換

・兵庫県で登録数の多いがん（大腸・肺・

胃）の病期・治療別 2014 年集計結果

分析

・兵庫県がん診療連携協議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

での公表のしかたについて

県立がんセン

ター

35 病院

54 人

第２回 9月 15 日 ○がん登録実務者研修

テーマ：標準登録様式 2016 年版につい

て、ＵＩＣＣ第８版について

講 師：国立がん研究ｾﾝﾀｰ がん対策情

報ｾﾝﾀｰ がん登録ｾﾝﾀｰ

江森佳子氏

兵庫県学校厚

生会館

44 病院

77 人

第３回 2月 14 日 ○2015 年登録数と、治療別集計の分析と今

後の登録についての検討

・兵庫県がん診療連携協議会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公表

案について

・兵庫県で登録数の多い３大がん（大腸・

肺・胃）の病期・治療法別 2015 年集計

結果の分析について

・届出後の初回治療の追加登録について

県立がんセン

ター

34 病院

47 人

全国がん登録実務者研修会（概要）

開 催 日 内 容 出席者数

８月２５日 ○開催場所：神戸大学医学部会館シスメックスホール

○テ ー マ：全国がん登録への届出実務

～電子届出票の作成から提出まで～

○講 師：国立がん研究ｾﾝﾀｰ がん対策情報ｾﾝﾀｰ

がん登録ｾﾝﾀｰ 全国がん登録分析室長 柴田亜希子氏

192 人



平成29年度の活動報告 ○第5回都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 緩和ケア部会(12月8日,国がん）

○

平成29年度緩和ケア研修会指導者の会と患者会との合同検討会（平成29年11月11日（土））

※上記会議、兵庫県私学会館にて開催（25名参加）

平成29年度緩和ケア研修会指導者の会（平成30年3月18日（日））

○兵庫県緩和ケアチーム研修会（平成29年11月11日（土））

※上記会議、 近畿中央病院主催・兵庫県私学会館にて開催（74名参加）

○緩和ケアフォローアップ研修会の開催 （平成30年1月8日）

平成30年度の活動計画 ○都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 緩和ケア部会(未定）

及び今後の検討課題等 ○緩和ケア研修会の開催(1日型となるため、開催日程未調整）

緩和ケア研修会指導者の会と患者会との合同検討会 （平成31年1月12日）

○兵庫県緩和ケアチーム研修会 （平成31年1月12日） がんセンター主催

「地域をサポートする緩和ケアチーム」

○緩和ケアフォローアップ研修会の開催 (平成31年2月16日)

兵庫県がん診療連携協議会「緩和ケア」部会関連

項目 内容

緩和ケア研修会の開催



平成 ３０年 ３月 末 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容 （計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

《 平成２９年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

P 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価

緩

和

ケ

ア

部

会

Ｈ29年11月 △
概ね
達成

継続

緩和ケアチームによ
るPDCAサイクルを用
いた緩和ケアの推進

PDCAによる計画を公表したの
は32施設から25施設に減少。
国指定でも9施設にとどまる。

周知不足の可能性もあり、メーリングリスト上で、PDCAを用
いた推進計画を作るよう促す。

PDCAすべてを公表、協議会HPへ掲
載した。
公表施設は26施設。国指定でも9施
設にとどまる。

各病院での課題が明確でない
かもしれない

緩和ケアチーム研修会前に課題を整理するよううながす。

緩和ケアチーム研修会のGWにおいて、他施設の意見を聴
く。

メーリングリストでこれまで、プランの
みの掲載であったが、PDCAす公表す
る旨伝えた。緩和ケアチーム研修会
の開催日が11月となったため、年度
末評価のタイミングが悪かったかもし
れない。緩和ケアチーム研修会での
相互評価を行ったが不十分であった
かもしれない

PDCAの内容を掲載前に相談する相
手を作る
緩和ケアチーム研修会におけるGW
の企画の工夫

Ａ 改善

緩和ケアチーム研修会で掲載を促す
協議会、幹部会でも未公表施設があ
ることを強調する。

H29年11月 △
概ね
達成 継続

兵庫県がん診療連携協議会

× 未達成 その他

PDCAによるプラン作成方法
が理解されていないかもし
れない。

作成方法がわからない事に起因していれば、アドバイ
スを受けることのできる機会をつくる。

緩和ケアチーム研修会のGWにおいて、他施設の意見を
聴く。

H29年11月

研修会を行ったが、情報収集出来な
かった。

PDCAの内容を掲載前に相談する相
手を作る

緩和ケアチーム研修会におけるGW
の企画の工夫



平成 ３０年 ４月 1日 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容 （計画）

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

《 平成３０年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

P 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価

指導者の会での共通認識の確認
1. 開催指針の変更にともない、県、群市区医師会へ緩和ケ
ア研修会参加呼びかけを行う。
医師会に周知する（ゴールデンウイーク前までに県医師会週
報に載せる）
２．各開催病院は当該群市区医師会に働きかける
協議会ホームページに案内を掲載（4月第3週までに）
３.年度終了時に、参加者の属性を調査し、過去の参加者と比
較する。

緩

和

ケ

ア

部

会

31年 3月

各病院の緩和ケア
チームによるPDCA
サイクルを用いた緩
和ケアの推進

他職種の緩和ケア研修会へ
の参加状況も把握も不十分

である。

拠点病院における緩和ケア研
修会参加者は概ね90％を越え
る。拠点病院以外の医師、歯
科医師の緩和ケア研修会への
参加状況は把握も不十分であ
る。

拠点病院以外の医
師、歯科医師の緩和
ケア研修会への参
加促進

他職種の緩和ケア
研修会への参加促
進

緩和ケア従事者の
質の維持向上

緩和ケア研修会修了者の臨
床における困難への対応が
不十分

緩和ケアフォローアップ研修会の開催参加へのアンケー
トで評価する

指導者の会での共通認識の確認
１．協議会ホームページに案内を掲載する（4月第3週ま
でに）
２．各開催病院は他職種の参加を呼びかける
３．年度終了時に、参加者の属性を調査し、過去の参加
者と比較する。

公表施設が少ない（26施設）。
国指定でも9施設にとどまる。

協議会、幹部会でもPDCA未公表施設があることを強調
緩和ケアチーム研修会のGWの企画改善
ピアレビューが確実にできるよう工夫する（レビューアーの指
定など）

兵庫県がん診療連携協議会

Ａ 改善

31年 3月

31年 3月

31年 3月







平成29年度の活動報告 ○ 肺がんのイレッサとタルセバのパスに関しては、審議してきたが現時点で作成困難である。

○

○

平成30年度の活動計画 〇 がんパスの使用状況につき各部会で検討する

及び今後の検討課題等 〇

○

大腸癌ESDパスの運用につき検討する。

がん地域連携に関する問題点の抽出

兵庫県がん診療連携協議会「地域連携」部会関連

項目 内容

大腸癌ESDパスは承認された。その運用につき検討を要する。

電子化について、審議は進んでいない。検討を留保する。



平成３０年 ３月 末 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

1 28年度のパスの運用状況について調査を行う。 再度パス運用状況を調査
各部会で利用率向上を検討する

2 すべての拠点病院での運用を図る。

3

1 大腸がんESDパスの運用を検討する。

2 肺がんのイレッサとタルセバのパスを作成する。 パス電子化は保留とした

3 電子化については問題点を整理し解決方法を検討する。

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

大腸がんESDパスの運用を検討

継続

パスの利用率は徐々に向上
しているものの、いまだ十分
とは言いがたい。特に県指定
拠点病院や準拠点病院での使
用率は低く利用率の向上が望
まれる。

利用率の上がらない施設での、問題点や取り組みについ
ての報告会を開催する。

H30. 3 △
未達
成

継続

大腸内視鏡治療のパスの運
用の検討が必要である。肺が
んの術後補助療法のパスの要
望があり、現在作成中。今年
度中に作成し、HPに登録を目
指す。

パスの電子化については、
一般化や費用の面で問題点が
あり今後の検討が必要。

地域連携パスの利用は施設間差が
ある

肺がん化学療法パス作成は中止し
た

地

域

連

携

部

会

パスの利用率の向
上

H30. 3 △
未達
成

新規パスの作成

《平成２９年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善



平成３０年 ４月 １日 現在

区分 実 施 内 容 区分 今後の改善内容（計画）

１ 29年度のパスの運用状況について調査する。

２ すべての拠点病院での運用を図る

３ 各部会ごとに、問題点や取り組みを検討する。

大腸がんESDパスの運用を検討する。

１ がん地域連会につき問題点を抽出する
がん地域連携につき、その問

２ 問題点を共有する

３ 解決可能な問題点につき、各部会で解決策を検討す

（注）実施管理・区分欄の記入について
C評価における区分は、達成・概ね達成・未達成 から、A改善における区分は、完了・継続・その他 から、それぞれ１つ選んで記入する。

兵庫県がん診療連携協議会

パスの利用率は未だ十分とい
いがたい。県指定拠点病院や
準拠拠点病院での利用率向上
が望まれる。

がんパスの作成と運用

がん地域連携の問題点
の抽出と検討

H31.3

H31.3

大腸がんESDパスの運用の検
討が必要である。

地

域

連

携

部

会

パスの利用率の向上 H31.3

《平成３０年度 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル実施計画・管理表 》

部
会
名

Ｐ 実 施 計 画 実 施 管 理

課題名 現状の問題点 改善のあり方
改善時期
（予定）

D
実行

Ｃ 評価 Ａ 改善
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